
 

 

 

 

 

 

ありがとうございました 

夏休みです！ 

規則正しい生活をさせようと思っていてもだらだらしているのを見たり，夏休みの宿題がな
かなか進まない姿を見たりすると腹立たしく思うこともあるのではないでしょうか。夏休みは，
ぜひ子どもたちが「自己有用感」を感じる時間にしてほしいと思います。そうすることで「自己
肯定感」が増え，２学期からの活力につながり，「自己効力感」をもつことができます。 

自己肯定感は子どものころに形作られます 
乳幼児期に親や保護者に絶対的な安心感を持てると，どんな自分もありのままに認めてもら

えると愛着が形成され，自己肯定感が形作られます。親に愛情をかけられていても，過大な期待
をかけられたり，きょうだいで比べられたりすると自己肯定感が低くなります。 

自己肯定感があると，情緒が安定し，「チャレンジしてみよう」「努力してみよう」という「自
己効力感」が出てきます。もし，チャレンジしてうまくいかなくても，自己肯定感があると，何
回もやってみたり，工夫をしてみたり，と自分なりのアプローチができます。 

自己肯定感は，単にほめているだけでは増えてはいきません。子どもも成長していくにつれ，
自分を意識したり他人と比べたりして自己肯定感が低くなることがあります。 

そこで，夏休みという機会をとらえて，保護者の方が穏やかな心持ちで子どもの話にじっくり
耳を傾けてください。「おうちの人は自分の話をしっかり聞いてくれる」と思うと，安心して自
分の時間を持ち，夏休みの時間の使い方に前向きになるでしょう。 
 また，子どもと同じ物を見たり（自然，映像等），体験したり（運動，レジャー等）すると，
子どもとの愛情が深まります。同じ時間に読書をしたり，読み聞かせを行ったりしてもいいです
ね。夏休みを利用してお子さんと時間を共有してください。 
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〇自己有用感・・・誰かの役に立てている感覚。  →他者からの自分に対する評価 
〇自己肯定感・・・ありのままの自分を肯定する感情。自分のあり方を積極的に評価 
         できる感情・自らの価値観や存在意義を肯定できる感情。 
         →自分の自分に対する評価 
〇自己効力感・・・自分の能力を信じる感情。自信のある状態。 
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今年のお昼はお家の人と一緒にお弁当を食べます 

 

 

 

 

 


